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〇と き  令和 7 年 6 月 25 日(水) 

〇ところ  島根大学医学部付属病院他 

島根大学医学部附属病院を訪問し、救急・災害医療の最前線を学ぶ視察研修を行いました。特に印象

的だったのは、患者搬入と同時に緊急 CT・手術・血管内治療まで一貫して行える「高度外傷センター」。医

師や看護師が専門チームとして連携し、重症外傷に即座に対応する体制に、参加者から驚きと感嘆の声

が上がりました。また、ドクターヘリやドクターカーが、消防・救急・病院・現場と一体となって動く“命を守るチ

ーム”であることを知り、「地域の私たちもその一員になりたい」という声も聞かれました。視察後は「日ごろ

から薬の情報を整理しておこう」「かかりつけ医を持とう」など、実践的な会話が交わされる場面も。医療と

のつながりの大切さを再確認する機会となりました。 
また、午後に

は立久恵峡を

散策し、灘分地

区とゆかりのあ

る原鹿の旧豪

農屋敷を見学。

地元の歴史に

触れる有意義な

一日となりまし

た。 

主催 灘分コミュニティセンター事業委員会健康福祉部(長岡輝雄部長) 

プログラム 

１８：３５ 光幼保園 

１８：４５ 平田空手教室 

１８：５５ 銭太鼓ひかり教室 

１９：０５ 灘分民謡教室 

１９：２５ ひら SON kid‘s 

１９：００ バードジャズオーケストラ 

20：30 花火大会 

20：50 大抽選会 

21：３０ 閉会 
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7月・8月の行事予定 
7月 23日(水) 第 2回防災委員会 19:00～ 灘分コミュニティセンター 新館 

7月 25日(金) 灘分夏まつり実行委員会 19:00～  灘分コミュニティセンター 中会議室 

7月 31日(木) 文化部委員班長会 19：00～ 灘分コミュニティセンター 中会議室(２F会議室) 

8月 3日(日) なだぶん竹あかり 9:30～ 灘分コミュニティセンター 新館 

         〃      ライトアップ 8月 9日「なだぶん夏まつり」会場内 

8月 9日(土) なだぶん夏まつり  18:30開演  灘分小学校校庭 

8月 21日(木) 町内会長会 19:00～  灘分コミュニティセンター 新館 

8月 31日(日) 灘分地区戦没者慰霊祭 10:00～ 灘分コミュニティセンター 新館 

9月 7日(日) 灘分地区防災避難訓練  8:00～  

今年度、平田高校の「総合的な探究の時間」の時間を活用して、「防災」と「平和」をテーマにした学校との

協働学習を進めています。この取り組みは、灘分地区から学校に探究活動の一環として提案したことをきっ

かけに始まり、興味を持った生徒たちとともに、地域と学校とが連携して取り組んでいるものです。 

 「防災」では、島根大学の瀬戸浩二准教授をお招きし、地元における液状化現象についての理解を深めま

した。さらに、日本赤十字社島根県支部のサポートを受け、生徒主体で「避難時の不安や課題」について考

えるワークショップも実施。土地の成り立ちや地盤の特性から、灘分地区は揺れに弱く、液状化のリスクが

高い地域であることを学びました。 

「もし災害が起きたら、自分はどう行動するのか？」その問いに向き合うことで、「まずは知ることが大切だ」と

いう意識が高校生たちの中に芽生えています。高校生ならではの新鮮な問いや柔軟な発想は、地域に新た

な気づきや活力をもたらしており、その存在は地域にとって大きな刺激となっています。 

また、今年は戦後８０年という節目にあたる年でもあります。コロナ禍により平和学習の機会が限られてい

た高校生世代が、「平和とは何か」を改めて考え直す”学び直し”にも取り組んでいます。地域全体で人と人

との”つながり”が希薄になりつつある今だからこそ、高校生と地域がともに問い、考え、学び合う機会はとて

も貴重なものです。こうした活動を通じて、地域の未来を支える”つながり”の再構築が進んでいくことを願っ

ています。 

※この活動は、まちづくり部・健康福祉部・灘分地区青少年育成協議会の共催で実施しています。 


